
中部地方の土地についての記述を読んで、空欄に入る記号を選びなさい。

ア.讃岐平野 イ.愛知平野 ウ.濃尾平野 エ.輪中

オ.暗きょ排水 カ.干害 キ. 梅雨 ク.扇状地

ケ.台風 コ.テトラポット サ.塩害 シ.木曽川

ス.砂浜 セ.水害 ソ.中京地帯 タ.三角州

チ.環境汚染 ツ.安全地帯 テ.揖斐川 ト.吉野川

ナ.エコシステム ニ.千曲川 ヌ.水防訓練 ネ.四万十川

ノ.長良川

岐阜県西部と愛知県南部に広がる（1． ）には、

東から（２． ） ・ （３． ） ・

（４. ）という川が流れ、これらの川が土砂を運

び積もらせてできる大きな（５. ）が広がってい

ます。

そのため（６. ）から家や田畑を守るために土地のまわりに堤防が築かれ

ました。このように堤防で囲まれた土地を（７. ）といいます。

家の屋根より高いところに道路が見られますが、これは（７． ）を囲む堤

防の上につくられたものです。

土地が低いため、昔から洪水だけでなく、海水が平野に入り込んでくることにも悩

まされてきました。

（７． ）地帯では水量が豊富なことから多くの水田が見られます。排水ポン

プにより水田の水量を効率よく調整するだけでなく、水田の地下に小さな穴のあいた

管をうめてそこから排水し水を調節する仕組みを利用しています。この仕組は

（８. ）といわれ、この技術により水田の水を抜き、畑として利用できるよ

うになりました。現在でも集中豪雨や夏の終わりにやってくる（9. ）による

被害は絶えず懸念されており定期的に（10. ）が行われている。



（解答）

（解説）

１.ウ ２.シ ３.ノ ４.テ ５.タ

６.セ ７.エ ８.オ ９.ケ 10.ヌ

岐阜県西部と愛知県南部に広がる（1．濃尾平野）には、東から（２．木曽川） ・

（３．長良川） ・ （４.揖斐川）という川が流れ、これらの川が土砂を運び積もら

せてできる大きな（５.三角州）が広がっています。

土地が低いため、昔から洪水だけでなく、海水が平野に入り込んでくることにも悩

まされてきました。

そのため（６.水害）から家や田畑を守るために土地のまわりに堤防が築かれま

した。このように堤防で囲まれた土地を（７.輪中）といいます。

家の屋根より高いところに道路が見られますが、これは（７．輪中）を囲む堤防の

上につくられたものです。

（７．輪中）地帯では水量が豊富なことから多くの水田が見られます。排水ポン

プにより水田の水量を効率よく調整するだけでなく、水田の地下に小さな穴のあいた

管をうめてそこから排水し水を調節する仕組みを利用しています。この仕組は（８.

暗きょ排水）といわれ、この技術により水田の水を抜き、畑として利用できるように

なりました。現在でも集中豪雨や夏の終わりにやってくる（9.台風）による被害は絶

えず懸念されており定期的に（10.水防訓練）が行われている。

【ワンポイント】

水を抜くことができない水田を「湿田」といいます。上記の暗きょ排水という仕組み

により水を抜くことができるようになった水田を「乾田」といいます。乾田では、稲

の収穫後、水を抜いた土地で畑作を行うことができるようになりました。また、夏に

水田の水を抜き、土のひび割れから生育途中の稲の根に酸素を与える「中干し」もこ

の暗きょ排水により可能になりました。
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